
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「アマツバメ科 アマツバメ」    「アトリ科 カワラヒワ」   「タテハチョウ科 テングチョウ」 
飛ぶことに特化した鳥で長い翼で  飛翔時の翼の黄色帯が鮮やかで目  頭部が天狗の鼻のように前方に 
高速で飛びます。捕食や交尾、巣  立ちます。繁殖後は河原で見られ  伸びる事から名付けられました。 
材集めも飛行中に行います。    る事が多くこの名が付きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ☆「キク科 ノコンギク」☆    ☆「マメ科 ヤマハギ」☆   ☆「ショウガ科 アオノクマタケラン」☆ 

日本各地の低地から高原まで草原   落葉低木ですが、年々太くな    湿った林下に生える常緑多年 
に広く見られる多年草です。     って伸びるようなことはなく    草です。和歌山県の絶滅危惧 
「野菊」を代表するキクの一つです。 根元から新しい芽が毎年でます。  Ⅱ類に指定されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆「ヤマモモ科 ヤマモモ」☆  ☆「スイカズラ科 サンゴジュ」☆  ☆「ユリズイセン科 アルストロメリア」☆ 

山に生える木で、モモのような果  秋に熟する果実が珊瑚色なので   南アメリカ原産です。たくさん 
実をつけることから名付けられま  この名が付きました。防災や目   の品種があり、花持ちが長いの 
した。              隠しとして生垣に用いられます。  で切り花として人気があります。 

 
☆印はビジターセンター周辺でも咲いているので、車イスで見に行くこともできますよ♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                         宇久井ビジターセンター 

                         2017 年 6 月後半号 

6月に宇久井半島で見られるなかまたち！ 

梅雨入りしましたが、なかなか雨が降りませんね。 

せっかくの晴れ間ですので、鳥、蝶、植物たちの活動を観察しにお越しください♪ 
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お手洗い

自動販売機

車道

舗装路

林内の遊歩道

階段

＜散策時間の目安＞

31 2 約900m→ →

1 2 6 14 約1200m→→→→

521 4→ → → 約７00m

81 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～地玉の浜コース （片道約25分）

○ビジターセンター～駒ヶ崎灯台コース （片道約30分）

○ビジターセンター周回コース （一周約40分）

○ビジターセンター～上地の浜コース （片道約20分）

９1 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～外の取コース （片道約20分）

宇久井半島見どころマップ
吉野熊野国立公園
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